
























































































































































































































































































































































































































































































































の幸福を楽しむためだ。」	 	 	 			（同書、中巻 p.287）
ルソーはここで、都会の自然人が学ぶべき最小限の宗教の考え方を、私
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たちに打ち明けている。倫理の基礎となる、私たちを作った者への愛と、
善良な者の死後の幸福を約束するこのうえない高みに居る者を感じて悦び
に浸る心である。
ここまで学んできて、エミールは男女の官能を受け入れ、未来の伴侶
を探す時期に差し掛かる。先生は来るべき理想の伴侶を仮にソフィーと呼
ぶ。先生はエミールと共に旅に出て、理想の恋人ソフィーと出遭わせてあ
げることになる。夫となるための旅に出たあと、エミールはソフィーのも
とへ帰り、彼女の両親の生計を引き継ごうとする。夫婦になってからも恋
人同士であることを勧めた先生は、エミールの結婚とともに先生の地位を
捨てて、エミールはソフィーの手に委ねられる。
最後に先生がエミールに教える社会の約束中の約束、ルソーの社会契約
論がこの本でどう語られているかを見てゆくことにする。
「王を選ぶまえに人民はすでに人民なのだが、社会契約のほかにな
にが人民を人民にしたのか。だから、社会契約はあらゆる市民社会の
基礎となっているのだ。そこで、この契約の本質のうちにこそ、それ
がつくりだす社会の本質を探究しなくてはならない。わたしたちは、
その契約の内容はどんなものか、それはほぼ次の公式で言いあらわせ
るのではないか、研究してみることになる。『わたしたちはみんな共
同に、自分の財産、人格、生命、そして自分の力のいっさいを、一般
意志の最高指揮にゆだねる、そして、みんなで一緒に、全体の分割で
きない一部として各自の部分をうけとる』」	 　		（同著、下巻 p.300）
この考えでは、個人は公の法にだけ従い、法は社会的合意を示すものだ
から、人は法に従いながら、自分の預けた権利に従っているのに過ぎない。
ルソーは自然と社会の関係について、決定的な判断を下す。
それゆえ「人は社会契約によって自然状態にあるときよりもいっそう自
由になることがわかってくる。」（同書、下巻 p.303）
これによって、エミールは自分の利益を公益と成すことを学ぶ。法律は
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自分を支配することを教えるとルソーは言う。一通り社会性の基礎を教え
たあとで、エミールは、田園の質朴な生活、人間の最初の生活、いちばん
平和で自然な生活を選ぶように勧められる。
社会を自然より善とみなすか、悪とみなすかの問題について、田中未来
はこう言っている。
「ひと言でいえば、『人間不平等論』において、あれほど明確に不平
等の起源は後の言葉でいう剰余価値の発生とか、私有財産制にあり、
そこから支配階級とそれに従属する階級が起こったと説いているのに
対し、『社会契約論』では一般意志の支配する、民主主義の体制が人
間の自由と平等を取り戻すと説いているのである。」
（田中未来著『エミールの世界』p.138）
田中未来の結論としては、教育された高次の自然人が、自然状態とは区
別された、高次の自然状態を作るという着地点を『エミール』は示してい
るということになる。（同書、p163）
私のことばで言えば、教育を受けた、都会の自然人が社会契約によって、
自分の預けた権利を社会から受け取るのが現実的な望ましい姿だというこ
とである。
都会の自然人の学ぶべきことを、発達心理学的な子どもの発見、観察に
よって説き、子どもの成長過程に応じて、最低限役に立つことを自分で学
ばせてゆくことを目指す『エミール』の教育思想は、まず子どもの目線に
立って視界が広がって行く悦びを追体験する視点と、先生という十分な資
質を持った教育者が、子どものためを思って、世界と社会の成り立ちの基
本を慎重に、ともに伴走者となりながら、少しずつ学ぶことを見守る大人
の視線の二本柱で成り立っている教育論であり、その中でルソーは社会
とは自然より悪かという『人間不平等起源論』と『社会契約論』の間に横
たわるみずからの問題意識を、具体的な教え子と先生の対話を想定しなが
ら、掘り下げて行った。
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それは、教え子に語るのに恥じない社会と人間の姿を、自ら都会の自然
人であろうとしたルソーが、渾身の力を込めて描いた教育思想である。
このなかで、自然状態と社会の足かせというジレンマは、「教育を受け
た自然人は、自分の預けた権利を社会契約によって取り戻す」というかた
ちで出口を見出すことに成功している。その意味で、人間の自由の再定義
を求められている高度情報化・管理社会の現代において、『エミール』は
教育の目指すべき方向性を、原点に立ち帰って伸びやかな形で考え直すた
めの力強い素描を私たちに与えていると言える。
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